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標準委員会セッション 

学協会規格の策定と活用の活性化に向けて 
Toward revitalization of establishment and utilization of academic societies standards 

（1）学協会規格とあり方 

(1) Role and concept of the academic societies standards 
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1. 標準委員会の活動とその基盤 

標準委員会は，原子力安全の確保を目指して公平，公正，公開の原則のもと，学術界，産業界及び

国の機関等に広く所属する幅広い分野の専門家の参加を得て，活動を進めている。東京電力福島第一

原子力発電所の事故からの多くの教訓を踏まえて，原子力安全の向上を最も重要な目標として，国際

的なエクセレンスに学び，我が国の社会経済的環境，国民性，産業構造の変化や技術の発達等を十分

勘案し，原子力発電所など原子力に係るシステムや製品，仕組みに関連する基準を原子力標準として

随時制定し，それを新たな知見を随時反映して改定していくことが，標準委員会の使命である。 

原子力標準は安全性向上に資する最新の知恵の体系であり，真摯な議論を踏まえて，国民が最新の

知見を迅速に活用することを可能としている。また原子力安全を最優先として市場競争を行っている

産業界は，当該技術が標準化されたことを前提として，比較優位性を生み出す技術開発等に努力を傾

け，ひいては原子力安全をより確実にする活動に注力することが可能となる。 

 

2. 学会における標準の策定活動の役割 

我が国においてはこれまで，国民の生活の質を確保し，経済社会の安定な発展を支えるため，国の

規制機関が要の基準を国家標準として制定し，行政判断に使用してきた。さらに近年では，機能性化

として標準策定の活動を学会に委ねる方向が進展してきている。しかしながら今後は，早期に標準の

体系を整えることに加えて，新知見の取入れをより迅速に行うようにすることで，技術やニーズの変

化に合わせて標準を適正化していく作業を加速し，原子力安全の確保の観点で決して陳腐化が起こら

ないように努めなければならない。学会における標準の策定活動を通じて，福島第一原子力発電所事

故の再発を防ぐことはもちろんのこと，いわゆる安全神話が復活することがないように努めていきた

いと考えている。標準委員会としては，原子力安全を担う原子力規制委員会とも緊密な協働の下で，

学会が中核となって，全てのステークホルダーから専門家が参画して真摯に議論を深め，優先度を明

らかにしつつ，原子力安全の目標を達成するため適正な標準を迅速に策定する役割を担っていく。 

 

3.学協会規格のあり方 

以上のような精神に則り，標準委員会においては構成する委員一人ひとりが専門家として学会の倫

理規程を遵守し，公平，公正，公開の原則のもとに原子力安全の向上に資する原子力標準を策定して

いく。公衆審査を経て制定される標準が，安全性向上を図るために規制機関と産業界において利用さ

れれば，新しい技術的知見を迅速に，また国民の利用に供することにつながる。さらに，これらを国

際的な標準として提示していく努力を行うことも学会の役割であり，その実現は我が国の国際技術戦

略に加え，福島第一原子力発電所事故後の国際社会における原子力安全に対して重要な貢献となると

考えている。 
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